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漢方医学教育 短期実地研修 受入れ施設 概要

鹿児島大学病院 漢方診療センター

①  河野 恵子 ② 網谷 真理恵 ③ 志水 倫子 ④ 鈴木 甫

研修までに当施設規定の研修受け入れ手続きを完了していただきます

当施設の特色、具体的な研修内容などは以下のホームページを参照してください

メールアドレス: shin-jim@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp

担当者名：和田みどり（事務手続きについて）網谷真理恵（研修内容について）

送付先住所 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1 鹿児島大学病院漢方診療センター

ホームページ:https://www.hosp.kagoshima-u.ac.jp/department/033-2/

研修受入申請書、履歴書を以下まで郵送、またはメール添付にて送付

医学部生を対象に漢方医学の指導方法の習得

漢方医学教育のためのアウトカム基盤型教育について学ぶ。漢方医学教育のPBL、生

薬、漢方カード、舌診、腹診シミュレーターなどを用いた体験実習、ロールプレイ等の

複数の方略、および適切な習熟度の評価の実践を見学・体験し修得する。

☑あり（漢方診療センター⾧ 浅川明弘名）

参加者は、鹿児島大学の漢方教育カリキュラムについて見学・体験することで、漢方医

学教育におけるカリキュラムの構造を学び、PBL(課題解決型学習)、体験型学習などの

方略、および評価について修得し、医学部卒前教育に自らの大学で漢方教育を実践する

教育基盤を形成することを目標とする。

2日コース・3日コース・週1日短縮コース（応相談）

□随時 ☑期間限定（12月） □曜日限定

同一時期に原則5名まで

1日目 漢方概論・漢方学的診察（四診）について、生薬についての講義・ワーク

ショップの見学・ファシリテーター

2日目 PBLを基盤とした事例検討の見学、ファシリテーター

3日目 漢方教育のロールプレイに対する指導および漢方教育の評価について学習

漢方教育に従事している者

「医学部生に対する漢方教育の指導について」（FD教育プログラム）

様式❷


